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港湾５工種（通常版）





				評価項目 ヒョウカ コウモク								評価基準		配点 ハイテン

				災害時の事業継続力の認定状況 サイガイジ ジギョウ ケイゾクリョク ニンテイ ジョウキョウ		建設BCP認定制度（中部地方整備局の港湾空港関係）での認定の有無 チュウブ チホウ セイビキョク ニンテイ ウム						認定あり ニンテイ		1.0点		1.0点

												認定なし ニンテイ		0.0点



				見直し後 ミナオ ゴ

				評価項目 ヒョウカ コウモク								評価基準		配点 ハイテン

				作業船の保有等 サギョウ セン ホユウ トウ		当該工事に使用する作業船の保有						持ち分比率100％のいずれかの作業船を保有		3.0点		3.0点

												持ち分比率100％未満のいずれかの作業船を保有		（注１） チュウ

												いずれの作業船も保有していない		0.0点

						上記項目(当該工事に使用する作業船の保有）で評価した作業船に搭載されている原動機の窒素酸化物放出基準適合の有無（注２） チュウ						全ての原動機が窒素酸化物放出基準を満足 スベ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		1.0点		1.0点

												いずれかの原動機が窒素酸化物放出基準を満足していない、または、いずれの作業船も保有していない		0.0点

				（注１）他社との共有船舶（共同保有）による申請については、当該申請者の持ち分比率を乗じた値を評価対象の加算点とする。

				（注２）環境性能の高い作業船とは「海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律（昭和45年法律第136号）」第19条の3に基づく「窒素酸化物の放出量に係る放出基準」（平成22年改正）を満足していることとする。なお、平成22年改正前の「窒素酸化物の放出量に係る放出基準」を満足している作業船の申請については、配点に０．５を乗じた値を評価対象の加算点とする。





				見直し後 ミナオ ゴ

				評価項目 ヒョウカ コウモク								評価基準		配点 ハイテン

				作業船の保有等 サギョウ セン ホユウ トウ		当該工事に使用する作業船の保有						持ち分比率50％以上のいずれかの作業船を保有		1.0点		1.0点

												持ち分比率50％未満のいずれかの作業船を保有		0.5点

												いずれの作業船も保有していない		0.0点

						上記項目(当該工事に使用する作業船の保有）で評価した作業船に搭載されている原動機の窒素酸化物放出基準適合の有無（注３） チュウ						全ての原動機が窒素酸化物放出基準を満足 スベ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0.5点		0.5点

												いずれかの原動機が窒素酸化物放出基準を満足していない、または、いずれの作業船も保有していない		0.0点

				（注３）窒素酸化物放出基準は、「海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律」第19条の３、同施行令第11条の７による。
なお同19条の６に定める「国際大気汚染防止原動機証書」の提出がない場合は、基準を満足していないものとみなす。
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